
折尾南北線（都市計画道路）の一部が開通　8月1日～

　
折
尾
地
区
自
治
区
会
連
合

会
（
桑
原
一
夫
会
長
・
仲
賢

六
郎
事
務
局
長
）
定
例
会
が
、

7
月
19
日
と
8
月
16
日
、
折

尾
東
市
民
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
、
八
幡
西
区
自
治
総
連
理

事
会
報
告
等
が
行
わ
れ
た
。

●
九
州
実
業
団
毎
日
駅
伝
開

催
の
協
力
依
頼

　
元
旦
に
行
わ
れ
る
ニ
ュ
ー

イ
ヤ
ー
駅
伝
九
州
地
区
予
選

を
兼
ね
た
大
会
と
な
る
九
州

実
業
団
毎
日
駅
伝
が
11
月
3

日
に
本
市
で
開
催
さ
れ
る
。

本
城
陸
上
競
技
場
を
9
時
に

ス
タ
ー
ト
し
、
若
松
区
、
八

幡
西
区
内
を
通
り
、
競
技
場

に
戻
る
コ
ー
ス
。
交
通
規
制

等
で
近
隣
住
民
へ
の
理
解
、

協
力
を
求
め
て
い
る
。

●
「
市
民
い
っ
せ
い
ま
ち
美

化
の
日
」
へ
の
参
加
協
力

　
10
月
１
日
の
「
市
民
い
っ

せ
い
ま
ち
美
化
の
日
」
を
中

心
と
し
た
9
月
か
ら
10
月
の

間
、
地
域
の
道
路
や
公
園
、

河
川
、
海
浜
な
ど
の
一
斉
清

掃
が
計
画
さ
れ
て
お
り
、
参

加
協
力
の
依
頼
が
あ
っ
た
。

●
町
内
会
魅
力
向
上
運
動

　
今
年
度
も
北
九
州
市
自
治

会
総
連
合
会
の
事
業
と
し
て

「
町
内
会
魅
力
向
上
運
動
」

を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
、

八
幡
西
区
か
ら
の
モ
デ
ル
地

区
と
し
て
、
松
寿
山
自
治
区

会
が
選
出
さ
れ
た
。
当
自
治

区
会
は
、8
月
に
松
寿
山
公

園
で
自
治
区
会
Ｐ
Ｒ
を
含
む

イ
ベ
ン
ト（
松
寿
山
ま
つ
り
）

　
7
月
14
日
、
則
松

ま
ち
づ
く
り
協
議
会

（
萩
峯
節
雄
会
長
）主

催
の
夜
間
パ
ト
ロ
ー

ル
が
あ
っ
た
。長
崎
、

則
松
団
地
、松
寿
山
、

則
松
東
、
折
尾
東
の

各
自
治
区
会
か
ら
72

人
が
則
松
西
１
号
公

園
に
集
合
。
萩
峯
会

長
挨
拶
の
後
、
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
地

域
の
パ
ト
ロ
ー
ル
に

を
開
催
す
る
予
定
。

●
区
政
懇
談
会
議
題
提
出

　
令
和
5
年
度
区
政
懇
談
会

（
11
月
22
日
開
催
予
定
）
の

議
題
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
、

区
役
所
に
提
出
さ
れ
た
。
議

題
は
以
下
の
と
お
り
。
カ
ッ

コ
内
は
自
治
区
会
。

①
金
山
川
両
側
の
周
遊
歩
道

の
整
備
に
つ
い
て
（
折
尾

北
・
陣
原
・
本
城
東
連
名
）

②
令
和
3
年
度
の
議
題
「
地

中
埋
設
汚
水
管
の
更
新
予

定
」
に
つ
い
て
（
本
城
東
）

③
自
治
区
内
道
路
に
お
け
る

交
通
安
全
の
確
保
・
向
上

に
つ
い
て（
浅
川
台
小
松
）

④
本
城
西
公
園
の
法
面
落
石

防
護
柵
の
設
置
に
つ
い
て

（
本
城
西
大
浦
）

出
発
し
た
。

　
8
月
18
日
に
は
、
本
城
校

区
で
も
本
城
校
区
青
少
年
育

開
方
面
と
本
城
東
・
柳
原
方

面
の
2
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て

巡
回
し
た
。

　
ま
た
同
日
、
折
尾
東
ま
ち

づ
く
り
パ
ト
ロ
ー
ル
隊（
茂

岡
重
男
隊
長
）の
夜
間
パ
ト

ロ
ー
ル
も
行
わ
れ
た
。
折
尾

東
市
民
セ
ン
タ
ー（
寺
本
裕

美
館
長
）に
は
オ
レ
ン
ジ
色

成
会（
福
田
潤
一
会

長
）主
催
の
夜
間
パ

ト
ロ
ー
ル
が
行
わ
れ
、

地
域
住
民
や
パ
ト

ロ
ー
ル
隊
員
な
ど
18

人
が
本
城
市
民
セ
ン

タ
ー（
渡
邊
大
館

長
）
に
集
合
。
出
発

式
で
折
尾
警
察
署
や

本
城
小
学
校
、
本
城

中
学
校
管
内
の
近
況

報
告
が
行
わ
れ
た
後
、

参
加
者
は
本
城
・
御

の
ベ
ス
ト
を
着
た
隊

員
や
少
年
補
導
員
、

青
少
年
育
成
会
、 

Ｐ

Ｔ
Ａ
、
小
中
学
校
、

折
尾
警
察
署
、
自
治

区
会
、
市
民
セ
ン

タ
ー
な
ど
か
ら
41
名

が
集
合
。
赤
色
誘
導

灯
や
懐
中
電
灯
を

持
っ
て
コ
ン
ビ
ニ
や

公
園
を
中
心
に
2
つ

の
コ
ー
ス
を
巡
回
し

た
。

折尾地区自治区会
連合会定例会

区
政
懇
談
会
議
題
提
出

ま
ち
の
安
心
・
安
全
を
目
指
し
て

各
地
域
で
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル

公園に集合した参加者

市民センター多目的ホールで説明を受ける参加者

玄関ホールで説明を受ける参加者

則 松

本 城

折尾東

①↓

②

↓

工事中（9月上旬開通予定）

①① ②②
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7
月
25
日
、
則
松
市
民
セ

ン
タ
ー
（
米
多
比
正
宏
館

長
）
で
「
平
和
に
つ
い
て
学

ぼ
う
」
を
テ
ー
マ
に
「
八
幡

大
空
襲
」
に
つ
い
て
の
講
話

が
あ
っ
た
。

　
八
幡
大
空
襲
と
は
、
１
９

４
５
年
8
月
8
日
、
米
軍
機

　
7
月
26
日
、
光
貞
市
民
セ

ン
タ
ー
（
福
澤
左
智
子
館

長
）
で
「
い
き
い
き
子
ど
も

講
座
」
が
あ
り
、
15
人
の
子

ど
も
た
ち
が
留
学
生
と
交
流

し
な
が
ら
外
国
の
文
化
を
体

験
し
た
。

　
最
初
に
動
物
体
操
で
身
体

　
折
尾
東
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
（
茂
岡
重
男
会
長
）
主
催

の
オ
リ
ヒ
ガ
子
ど
も
夏
ま
つ

り
が
4
年
ぶ
り
に
開
催
。
73

人
の
子
ど
も
た
ち
や
親
子
連

れ
が
、
射
的
、
バ
ッ
コ
ー
、

Ｂ
29
の
爆
撃
に
よ
り
、
現
在

の
八
幡
東
区
を
中
心
と
し
た

地
域
が
被
災
し
、
死
傷
者
約

２
５
０
０
人
、
被
災
戸
数
約

１
万
４
０
０
０
戸
な
ど
大
き

な
被
害
を
受
け
た
出
来
事
。

　
薄
れ
つ
つ
あ
る
大
空
襲
の

記
憶
を
後
世
に
伝
え
よ
う
と

活
動
を
続
け
て
い
る
「
平
野

塾
」（
出
来
谷
通
保
代
表
）

の
副
代
表
出
口
敬
子
さ
ん
と

語
り
部
の
松
尾
高
林
さ
ん

（
90
歳
・
水
巻
町
在
住
）
が
、

八
幡
大
空
襲
の
実
態
を
語
り
、

平
和
の
大
切
さ
を
訴
え

た
。
28
人
の
参
加
者
は
、

語
り
部
の
体
験
談
な
ど

に
真
剣
に
耳
を
傾
け
て

い
た
。

　
参
加
し
た
蓑
田
都
子

さ
ん
（
則
松
5
）
は

「
こ
ん
な
に
悲
惨
な
こ

と
が
あ
っ
た
と
初
め
て

聞
き
ま
し
た
。
平
和
の

大
切
さ
を
学
び
ま
し

た
」
と
話
し
て
い
た
。

の
ダ
ン
ス
を
踊
っ
た
り
、

七
夕
の
笹
に
願
い
事
を

書
い
た
短
冊
を
付
け
た

り
し
て
楽
し
ん
だ
。

　
姉
妹
で
参
加
し
た
坂

本
あ
い
さ
ん
（
光
貞
小

5
年
）、
さ
ち
さ
ん

（
同
3
年
）
は
「
い
ろ

い
ろ
な
国
の
こ
と
を
知

る
こ
と
が
で
き
て
楽
し

か
っ
た
」
と
話
し
て
い

た
。

　
本
城
西
夏
祭
り
実
行
委
員

会
主
催
、
北
九
州
市
・
医
生

丘
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
・
大

浦
婦
人
会
・
㈱
総
合
シ
ス
テ

ム
共
催
の
夏
祭
り
が
あ
り
、

多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
っ
た
。

　
会
場
に
は
七
夕
飾
り
や
中

国
ラ
ン
タ
ン
が
飾
ら
れ
、
子

　
コ
ロ
ナ
禍
で
4
年
ぶ
り
の

開
催
と
な
っ
た
松
寿
山
自
治

区
会
・
実
行
委
員
会
主
催
の

松
寿
山
ま
つ
り
に
は
、
町
内

会
や
子
ど
も
会
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
、
則
松

フ
ァ
イ
ヤ
ー
ズ
の
テ
ン
ト
の

ほ
か
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
も
出
店
。

飲
み
物
や
唐
揚
げ
、
助
六
寿

司
、
光
る
お
も
ち
ゃ
、
カ

　
8
月
19
日
、
折
尾
西
市
民

セ
ン
タ
ー
（
中
村
玲
子
館

長
）
で
、
大
人
、
子
ど
も
、

留
学
生
な
ど
41
人
が
昭
和
街

頭
紙
芝
居
を
楽
し
ん
だ
。

　
最
初
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
金
子
良
憲
さ
ん
（
北

九
州
Ｅ
Ｓ
Ｄ
協
議
会
会
員
）

が
昭
和
街
頭
紙
芝
居
と
芝
居

輪
投
げ
な
ど
の
ゲ
ー

ム
と
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

と
魚
の
形
の
醤
油
さ

し
を
使
っ
た
浮
沈
子

作
り
を
楽
し
ん
だ
。

　
浮
沈
子
作
り
を
終

え
た
平
野
彩
波
さ
ん

（
折
尾
東
小
6
年
）

と
髙
瀨
彩
さ
ん（
同
）

は
「
意
外
と
簡
単
に

で
き
ま
し
た
」
と
楽

し
そ
う
に
話
し
て
い

た
。

ど
も
ゆ
か
た
シ
ョ
ー
、

本
城
東
・
西
幼
稚
園
、

本
城
西
保
育
園
、
ｋ

ｉ
ｄ
ｓ 

ｂ
ｉ
ｃ
ｓ

ほ
ん
じ
ょ
う
、
医
生

丘
児
童
ク
ラ
ブ
な
ど

子
ど
も
た
ち
の
演
技
、

フ
ラ
ダ
ン
ス
、
浅
川

太
鼓
、
中
国
黒
龍
武

術
団
の
変
面
、
よ
さ

こ
い
踊
り
、
総
踊
り

な
ど
が
行
わ
れ
た
。

レ
ー
ラ
イ
ス
、
焼
き

そ
ば
、
天
ぷ
ら
な
ど

を
買
い
求
め
る
長
蛇

の
列
が
で
き
た
。
ス

テ
ー
ジ
で
は
、
キ
ッ

ズ
ダ
ン
ス
、
日
舞
、

東
筑
高
校
応
援
団
演

舞
、
バ
ン
ド
演
奏
、

お
楽
し
み
抽
選
会
な

ど
が
あ
り
、
家
族
連

れ
や
若
者
で
賑
わ
っ

た
。

師
田
中
臣
昭
さ
ん
を
紹
介
。

早
速
、
拍
子
木
を
合
図
に
紙

芝
居
が
始
ま
る
と
、
子
ど
も

た
ち
は
目
を
輝
か
せ
て
画
面

に
く
ぎ
付
け
に
な
っ
て
い
た
。

ま
た
、
学
研
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
会
（
白
石
盛
雄
代
表
）
所

属
の
留
学
生
６
人
と
夏
休
み

で
来
日
し
た
留
学
生
の
妹
さ

ん
も
参
加
。
日
本
の
文
化
を

一
緒
に
楽
し
ん
だ
。

　
ア
フ
リ
カ
の
ト
ー
ゴ
共
和

国
か
ら
来
日
し
た
早
稲
田
大

学
の
フ
ァ
フ
ァ
さ
ん
は
「
紙

芝
居
は
初
め
の
体
験
で
す
。

を
解
し
た
後
、
学
研
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
会
（
白
石
盛
雄
代

表
）
所
属
の
韓
国
、
ベ
ト
ナ

ム
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
メ
キ
シ

コ
の
留
学
生
４
人
が
、
Ｄ
Ｖ

Ｄ
を
使
っ
て
自
国
の
食
べ
物

や
服
装
、
遊
び
な
ど
の
文
化

を
紹
介
。
休
憩
時
間
に
は

ヘ
ッ
ド
ス
カ
ー
フ
の
ヒ
ジ
ャ

ブ
、
メ
キ
シ
コ
の
カ
ウ
ボ
ー

イ
ハ
ッ
ト
や
ポ
ン
チ
ョ
を
試

着
し
て
楽
し
ん
だ
。

　
後
半
で
は
、
韓
国
で
流

行
っ
て
い
る
Ｔ
ｉ
ｋ
Ｔ
ｏ
ｋ

　7 月 17 日、日峯神社で御獅子祭が行われ、
祭典や茅の輪くぐりの神事が行われた。
　本殿で祭典が行われた後、境内で子どもたち
が演じる「浦安舞」の奉納や「茅の輪くぐり」
の神事があり、参拝者は扇と鈴の舞いを見学。
茅の輪をくぐりながら無病息災を祈った。また
前日夜から日峯祭人会による神輿渡御があり、
若い担ぎ手が神輿を担いで町内を巡行。祭りを
盛り上げた。午後からは境内で恒例の「ひのみ
ねマルシェ」があり、キッズコーナーや地元の
竹藩カレー、実行委員会のテントが並び親子連
れなど多くの参拝者で賑わった。
　10 月 18 日には秋季例大祭（宮日祭）があり、
祭典、浦安舞、折尾神楽奉納、餅まき、マル
シェが予定されている。

各
地
で
夏
の
風
物
詩

折
尾
東
自
治
区
会
盆
踊
り

8
月
13
・
14
日
（
鷹
見
公
園
）

陣
原
納
涼
盆
踊
り
大
会

8
月
16
・
17
日
（
波
止
場
公
園
）

折尾東市民センター
（7/22）

夏

則松市民センター

平和について
学ぼう！

生涯学習市民講座
＆家庭教育学級

医生丘市民センター横
イベント広場（7/30）

第17回
本城西
七夕ランタン夏祭り

光貞市民センター

子どもたち
留学生と交流

「外国の遊びや文化」
を体験!!

松寿山グラウンド公園
（8/19）

第 37回
松寿山まつり

折尾西市民センター

茅
の
輪
く
ぐ
り
で
無
病
息
災

「
御
獅
子
祭
」
日
の
峯
神
社

七夕飾りや中国ランタンを見学する親子連れ

東筑高校応援部の演舞を見る観客

浴衣姿の踊り子や家族連れが櫓を囲み、
太鼓の音頭に合わせて盆踊りを楽しんだ。

浴衣姿の踊り子や家族連れで賑わった。
電飾を身体に巻いたおじさんも登場。櫓を
囲んで踊りが繰り広げられた。

浮沈子づくりに励む子どもたち

夏の健康を祈りながら茅の輪をくぐる参拝者

語り部の松尾さんの体験談に耳を傾ける参加者

外国の衣装を試着する子どもたち

医生ケ丘３-２６
産業医大前交番横

電　話　６０３-６７１１

上　野　歯　科

こ
の
新
聞
は
折
尾
地
区
自
治
区
会
・
町
会
・
隣
組
と
各
ス
ポ
ン
サ
ー
の

篤
志
家
の
協
力
で
折
尾
地
区
町
内
会
加
入
の
世
帯
に
配
付
さ
れ
て
い
ま
す

　
　じ
ゃ
ー
な
る
洞
南
社

　電
話

　６
０
２
・
４
２
８
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　０
９
０
・
９
６
５
２
・
３
０
８
４
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１
０
１
１
世
帯
、
8

町
会
で
構
成
、
16
人
の

役
員
で
運
営
。

●
自
治
区
会
の
特
徴
は

　
千
代
ヶ
崎
、
大
浦
、

藤
原
、
サ
ン
ラ
イ
フ
マ

　
１
０
５
６
世
帯
、
10

町
会
で
構
成
、
16
人
の

役
員（
4
役
6
名
、
町

内
会
長
10
名
）で
運
営
。

●
自
治
区
会
の
特
徴
は

　
当
地
域
は
他
の
自
治

区
会
に
比
べ
て
世
帯
数

が
多
く
、
高
齢
化
も
進

ん
で
い
る
が
、
3
つ
の

い
餅
つ
き
大
会
（
1
月
7

日
）、
親
子
ボ
ウ
リ
ン
グ
大

会
（
2
月
4
日
）

●
一
番
苦
労
し
て
い
る
こ
と
、

力
を
入
れ
て
い
る
こ
と

　
各
行
事
に
多
く
の
住
民
が

参
加
で
き
る
よ
う
、
昨
年
の

反
省
を
活
か
し
て
内
容
を
充

実
さ
せ
る
よ
う
努
力
し
て
い

る
。
自
治
区
内
で
高
齢
化
が

進
ん
で
い
る
た
め
、
見
守
り

活
動
に
努
力
し
て
い
る
。

　
8
月
の
「
ふ
れ
あ
い
納
涼

ま
つ
り
」
は
4
年
間
開
催
し

て
い
な
い
。
1
月
の
「
ど
ん

ど
焼
き
」
は
、
規
模
を
縮
小

し
て
の
開
催
を
継
続
し
て
お

り
、
コ
ロ
ナ
感
染
状
況
に
も

よ
る
が
、
来
年
は
通
常
開
催

を
考
え
て
い
る
。

●
一
番
苦
労
し
て
い
る
こ
と
、

力
を
入
れ
て
い
る
こ
と

　
一
つ
の
町
会
が
消
滅
し
つ

つ
あ
り
、
何
と
か
存
続
の
道

を
模
索
し
て
い
る
。
催
し
に

は
婦
人
会
、
む
つ
み
会
、
Ｏ

Ｔ
会
、
囲
碁
ク
ラ
ブ
の
協
力

な
し
で
は
成
り
立
た
な
い
。

区
会
１
０
１
１
世
帯
で
今
年

の
敬
老
行
事
参
加
対
象
者
は

平
和
の
大
切
さ
を
訴
え

た
。
28
人
の
参
加
者
は
、

語
り
部
の
体
験
談
な
ど

に
真
剣
に
耳
を
傾
け
て

い
た
。

　
参
加
し
た
蓑
田
都
子

さ
ん
（
則
松
5
）
は

「
こ
ん
な
に
悲
惨
な
こ

と
が
あ
っ
た
と
初
め
て

聞
き
ま
し
た
。
平
和
の

大
切
さ
を
学
び
ま
し

た
」
と
話
し
て
い
た
。

の
ダ
ン
ス
を
踊
っ
た
り
、

七
夕
の
笹
に
願
い
事
を

書
い
た
短
冊
を
付
け
た

り
し
て
楽
し
ん
だ
。

　
姉
妹
で
参
加
し
た
坂

本
あ
い
さ
ん
（
光
貞
小

5
年
）、
さ
ち
さ
ん

（
同
3
年
）
は
「
い
ろ

い
ろ
な
国
の
こ
と
を
知

る
こ
と
が
で
き
て
楽
し

か
っ
た
」
と
話
し
て
い

た
。

　
8
月
19
日
、
折
尾
西
市
民

セ
ン
タ
ー
（
中
村
玲
子
館

長
）
で
、
大
人
、
子
ど
も
、

留
学
生
な
ど
41
人
が
昭
和
街

頭
紙
芝
居
を
楽
し
ん
だ
。

　
最
初
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
金
子
良
憲
さ
ん
（
北

九
州
Ｅ
Ｓ
Ｄ
協
議
会
会
員
）

が
昭
和
街
頭
紙
芝
居
と
芝
居

師
田
中
臣
昭
さ
ん
を
紹
介
。

早
速
、
拍
子
木
を
合
図
に
紙

芝
居
が
始
ま
る
と
、
子
ど
も

た
ち
は
目
を
輝
か
せ
て
画
面

に
く
ぎ
付
け
に
な
っ
て
い
た
。

ま
た
、
学
研
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
会
（
白
石
盛
雄
代
表
）
所

属
の
留
学
生
６
人
と
夏
休
み

で
来
日
し
た
留
学
生
の
妹
さ

ん
も
参
加
。
日
本
の
文
化
を

一
緒
に
楽
し
ん
だ
。

　
ア
フ
リ
カ
の
ト
ー
ゴ
共
和

国
か
ら
来
日
し
た
早
稲
田
大

学
の
フ
ァ
フ
ァ
さ
ん
は
「
紙

芝
居
は
初
め
の
体
験
で
す
。

ジ
ェ
ス
ト
の
8
町
会
で
構
成

さ
れ
、
１
９
９
号
線
沿
い
に

本
城
駅
付
近
か
ら
学
園
大
通

り
ま
で
の
広
範
囲
に
１
０
１

１
世
帯
が
居
住
し
て
い
る
。

町
会
に
は
経
験
者
も
多
い
が
、

高
齢
化
が
進
み
、
若
い
世
代

の
参
加
が
望
ま
れ
る
。

●
年
間
行
事
は

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
会
や

折
尾
西
市
民
セ
ン
タ
ー
所
属

の
ク
ラ
ブ
も
あ
り
、
活
動
が

盛
ん
な
地
域
。

●
年
間
行
事
は

　
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
（
7
月

2
日
）、
親
子
地
引
網
大
会

（
7
月
30
日
）、
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会
（
9
月
4
日
）、

敬
老
祝
賀
会
・
芸
能
祭
（
9

月
18
日
）、
歳
末
夜
警
（
12

月
25
日
〜
27
日
）、
ふ
れ
あ

●
信
条
、
モ
ッ
ト
ー
な
ど

　
活
動
に
参
加
し
や
す
い
環

境
づ
く
り

●
健
康
法
や
趣
味
は

　
趣
味
を
活
か
し
な
が
ら
健

康
を
保
つ
こ
と
。

①
登
山
（
月
2
〜
3
回
）
②

ボ
ウ
リ
ン
グ
（
月
6
〜
8

回
）
③
ゴ
ル
フ
（
月
1
回
）

④
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
（
月

4
回
）
⑤
ヘ
ラ
ブ
ナ
釣
り
⑥

仕
事
（
週
5
日
）

●
区
会
活
動
に
望
む
こ
と

　
若
い
住
民
が
各
行
事
に
参

加
し
や
す
い
活
動
を
積
極
的

に
推
進
し
て
い
き
た
い
。

５
７
８
名
と
高
齢
化
が
進
ん

で
い
る
。

●
信
条
・
モ
ッ
ト
ー

　
「
Ｌ
ｅ
ｔ 

ｉ
ｔ 
ｂ
ｅ
」

と
「
Ｌ
ｅ
ｔ 

ｉ
ｔ 
ｇ
ｏ
」

で
す
。
主
体
性
が
な
い
の
か

な
？

●
健
康
法
・
趣
味

　
１
５
，０
０
０
歩
、
11
㎞

を
約
2
時
間
か
け
て
散
歩
。

釣
り
が
好
き
で
、
昨
年
は
60

回
の
釣
行
を
重
ね
た
。
釣
果

は
聞
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
区
会
活
動
に
望
む
こ
と

　
住
ん
で
40
年
、
私
も
高
齢

者
。
最
近
子
ど
も
の
声
が
聞

こ
え
て
こ
な
い
。
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
な
ど
の
活
動
を
通

じ
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
大
切
に
と
思
っ
て
い
る
。

と
て
も
楽
し
い
」
と
話

し
て
い
た
。

　
家
族
で
参
加
し
た
お

お
ば
て
る
ふ
み
君
（
折

尾
西
小
１
年
）
は
「
紙

芝
居
は
楽
し
か
っ
た
。

水
あ
め
は
美
味
し
い
」

と
水
あ
め
を
手
に
話
し

て
い
た
。

　
水
あ
め
や
型
抜
き
の

サ
ー
ビ
ス
も
あ
っ
た
。

区会長さんこんにちは○　　　     　　　　　前号に引き続き新任区会長さんを紹介。116

日
吉
台
自
治
区
会
　
会
長
　
堤
　伸
矢 

さん
（
74
歳
）

参
加
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を

本
城
西
大
浦
自
治
区
会
　
会
長
　
太
川
　健
治 

さん
（
74
歳
）

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に

語り部の松尾さんの体験談に耳を傾ける参加者

外国の衣装を試着する子どもたち

珍しい紙芝居を楽しむ参加者

投
稿
は
葉
書
で
偶
数
月
の
15
日
か
ら
20
日
の
間
に
お
願
い
し
ま
す
。

電
話
番
号
を
忘
れ
ず
に
。
読
み
に
く
い
字
に
は
ふ
り
が
な
を
。

季
節
に
即
し
た
題
材
で
投
稿
願
い
ま
す
。

猛
暑
日
に
救
い
の
初
音
法ほう
し師
蝉せみ

大
我
　
俊
輔
（
折
　
尾
）

穴
六ろ
っ
こ
せ
み

っ
個
蝉
生
ま
れ
た
や
元
木
跡

長
田
　
光
子
（
光
貞
台
）

立
ち
枯
れ
の
紫
陽
花
美は
し
や
我
に
問
う

原
田
　
和
代
（
美
吉
野
町
）

風
師
見
つ
ゆ
く
ら
か
渡
船
秋
の
昼

赤
沼
　
包
雄
（
光
貞
台
）

小
説
を
読
み
つ
つ
睡
魔
暑
さ
か
な

長
田
　
正
幸
（
光
貞
台
）

垣かき
ね根
ご
し
姿
見
か
け
て
秋
の
空

吉
松
　
京
子
（
浅
川
日
の
峯
）

夫
と
行
く
畑
ひ
ろ
び
ろ
陽
を
浴
び
て

吉
村
　
悦
子
（
浅
川
日
の
峯
）

　
　
マ
ス
ク
は
ず
し
て
深
呼
吸
す
る

若
人
が
生いの
ち命
を
燃も
や
す
甲
子
園

篠
﨑
　
恵
子
（
浅
川
台
）

　
　
テ
レ
ビ
の
前
で
手
に
汗
に
ぎ
る

台
風
は
「
弓
状
列
島
強
靭
化
」

中
村
　
　
勇
（
日
吉
台
）

　
　
喝
を
促
す
「
人
心
の
智
慧
」

コ
ロ
ナ
去
り
派
手
に
賑
わ
う
夏
祭
り

大
内
美
智
子
（
日
吉
台
）

　
　
三
年
の
休
み
取
り
戻
す
よ
う
に

ヒ
マ
ワ
リ
は
世
界
を
見
て
る
凛
と
し
て

中
西
　
照
夫
（
日
吉
台
）

墓
参
り
爺
は
い
つ
か
と
問
わ
れ
て
も

堤
野
　
久
男
（
三
ツ
頭
）

元
気
出
る
力み
ず水
も
ら
う
と
御ダ
シ
神
輿
引
く
子

松
岡
東
洋
一
（
浅
川
日
の
峯
）

湯
船
か
ら
弾
け
る
母
と
子
の
童
話

時
津
み
つ
こ
（
藤
　
原
）

お
彼
岸
の
お
は
ぎ
と
お
茶
で
お
も
て
な
し

松
石
　
康
男
（
浅
川
日
の
峯
）

理事長・院長　田中　弘
北九州市八幡西区力丸町 11ｰ22

内科・腎臓内科・人工透析
医療法人
医生ヶ丘クリニック

TEL：093ｰ601ｰ5555

■福岡県知事許可（1）第16450号
■（社）福岡県宅地建物取引業協会会員

八幡西区千代ヶ崎2-2-14　スタディハイツⅡ1F
TEL（093）555-4840　FAX（093）777-2337

E-mail:main@daigaku-mae.com
http://daigaku-mae.com/

大学前不動産株式
会社

こ
の
新
聞
は
折
尾
地
区
自
治
区
会
・
町
会
・
隣
組
と
各
ス
ポ
ン
サ
ー
の

篤
志
家
の
協
力
で
折
尾
地
区
町
内
会
加
入
の
世
帯
に
配
付
さ
れ
て
い
ま
す

　
　じ
ゃ
ー
な
る
洞
南
社

　電
話

　６
０
２
・
４
２
８
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　０
９
０
・
９
６
５
２
・
３
０
８
４

　情
報
化
社
会
の
中
で
、
日
々
逢
う
人
た
ち
か
ら
、
学
ぶ

こ
と
が
多
い
こ
と
に
気
づ
き
、
何
か
し
ら
の
こ
と
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
人
か
ら
学
ば
ず
自
分
の
経

験
で
判
断
す
る
の
で
、「
本
当
で
な
い
も
の
を
本
当
に
し
て

し
ま
う
」
の
で
す
。

高
峯
山
妙
法
寺
（
則
松
）

　第
18
世
住
職
　安
武
宣
哉

「
本
当
の
も
の
が
わ
か
ら
な
い
と
、

本
当
で
な
い
も
の
を
本
当
に
す
る
」



★
県
道
か
さ
上
げ
関
連
に
よ

る
周
辺
家
屋
の
地
上
げ

★
下
水
道
完
備
に
よ
る
水
害

の
防
止

★
金
山
川
改
修
に
よ
る
堤
防

決
壊
防
止

　
こ
れ
ら
の
水
害
復
旧
、
鉱

害
復
旧
が
実
現
で
き
た
の
は
、

人
々
の
情
熱
と
、
多
く
の
人

　
7
月
29
日
、
第
45
回
折
尾

神
楽
「
夏
越
祭
」（
折
尾
神

楽
保
存
会
、
折
尾
平
成
会
主

を
開
業
し
た
。
両
鉄
道
の
乗

り
換
え
の
利
便
性
を
改
善
す

る
た
め
、
現
在
地
に
2
社
共

同
の
折
尾
駅
が
完
成
し
た
。

1
階
に
筑
豊
興
行
鉄
道
の
駅

舎
2
階
に
九
州
鉄
道
の
駅
舎

と
棲
み
分
け
る
こ
と
と
な
り
、

日
本
初
の
立
体
交
差
駅
と

な
っ
た
。

　
大
正
3（
１
９
１
４
）年
に

九
州
電
気
鉄
道（
後
の
西
鉄

北
九
州
線
）の
折
尾
電
停
が

開
業
し
、
乗
降
客
の
増
加
に

伴
い
駅
舎
設
備
が
手
狭
に

な
っ
た
こ
と
を
受
け
て
、
木
造

２
階
建
て
の
駅
舎
が
大
正
5

（
１
９
１
６
）年
に
完
成
し
た
。

き
な
拍
手
が
湧
き
起
こ
っ
て

い
た
。
最
後
の
「
大
蛇
」
の

舞
で
は
、
大
蛇
が
観
客
席
ま

で
這
い
下
り
、
子
ど
も
た
ち

が
逃
げ
惑
う
場
面
も
あ
り
、

大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。
閉

会
挨
拶
の
後
、
恒
例
の
餅
ま

き
が
あ
り
、
来
場
者
を
楽
し

ま
せ
た
。

　
折
尾
ま
ち
づ
く
り
記
念
館

（
片
山
恭
子
館
長
）
で
7
月

13
日
、
シ
リ
ー
ズ
企
画
「
謎

解
き
テ
ラ
ス
」
の
第
3
回
目

が
あ
り
、「
折
尾
を
通
っ
て

い
た
殿
様
道
」
と
題
し
て
折

の
た
め
北
九
州
市
八
幡
西
区

陣
原
か
ら
同
区
日
吉
台
の
区

間
（
折
尾
バ
イ
パ
ス
）
が
開

通
、
旧
道
は
国
道
１
９
９
号

（
折
尾
駅
前
を
通
過
す
る
現

道
）、
北
九
州
市
道
。
１
９

６
５
年
、
一
般
国
道
3
号
線

と
な
る
。

　
陣
の
原
か
ら
則
松
の
途
中

に
は
左
手
の
丘
陵
地
に
、
陣

の
原
横
穴
群
が
発
掘
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
横
穴
群
を
削
っ

て
国
道
3
号
線
の
用
地
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
国
道
3

号
線
の
開
通
に
よ
り
、
則
松

付
近
の
交
通
の
利
便
性
が
大

き
く
向
上
し
、
地
区
の
発
展

に
大
き
く
寄
与
し
て
き
た
。

に
ル
ー
ト
を
示
し
て

詳
し
く
説
明
。
往
還

に
ま
つ
わ
る
地
名
や

旧
跡
、
人
物
な
ど
も

紹
介
し
な
が
ら
、
歴

史
的
史
実
や
背
景
な

ど
を
語
っ
た
。

　
38
人
の
参
加
者
は

興
味
深
く
講
師
の
話

し
を
聴
い
た
り
資
料

を
見
た
り
し
て
い
た
。

　
2
回
目
の
参
加
の
植
本
勉

さ
ん
（
折
尾
4
）
は
「
折
尾

の
歴
史
に
興
味
が
あ
り
参
加

し
ま
し
た
。
と
て
も
勉
強
に

な
り
ま
す
」
と
話
し
て
い
た
。

　
歴
史
を
知
っ
て
歴
史
を
楽

し
む
「
謎
解
き
テ
ラ
ス
」
は

ま
だ
ま
だ
続
く
。
特
別
篇
も

企
画
考
案
中
と
の
こ
と
。
興

味
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
覧
い
た

だ
き
た
い
。

　
則
松
地
区
の
鉱
害
復
旧
の

歴
史
は
長
く
、
昭
和
25
（
１

９
５
０
）
年
か
ら
始
ま
っ
て
い

る
。
そ
し
て
、
平
成
3
（
１

９
９
１
）
年
6
月
8
日
に一応

の
目
的
を
果
た
し
た
。

　
こ
の
間
、
昭
和
55
年
4
月

5
日
に
、
家
屋
組
合
、
農
地

組
合
、
水
害
組
合
の
三
組
合

が
、
発
展
的
に
一
本
化
統
合

し
た
。
以
来
10
年
余
り
組
合

を
中
心
に
各
種
の
活
動
を
展

開
し
て
き
た
。

の
支
援
を
得
ら
れ
た
こ
と
、

何
よ
り
果
敢
に
挑
戦
し
た
こ

と
で
あ
ろ
う
。

　
明
治
24（
１
８
９
１
）年
に

九
州
鉄
道
と
筑
豊
興
行
鉄
道

が
別
々
の
と
こ
ろ
に
折
尾
駅

催
）
が
開
催
さ
れ
、
会
場
の

折
尾
西
公
園
は
多
く
の
観
客

で
賑
わ
っ
た
。

　
連
日
の
猛
暑
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
会
場
に
は
日
暮
れ
前

か
ら
親
子
連
れ
や
浴
衣
姿
の

観
客
が
続
々
と
訪
れ
、
神
楽

の
夜
と
な
っ
た
。

　
夏
の
厄
除
け
祈
願
の
神
事

「
茅
の
輪
く
ぐ
り
」

の
後
、
折
尾
神
楽

保
存
会
の
お
祓
い

神
楽
「
塩
祓
い
」、

神
楽
奉
納
「
天

神
」、
中
間
市
梅

安
天
満
宮
の
巫
女

神
楽
「
浦
安
の

舞
」、
神
楽
奉
納

「
鈴
鹿
山
」
が
そ

れ
ぞ
れ
奉
納
さ
れ
、

勇
壮
、
華
麗
な
舞

い
に
会
場
か
ら
大

　
則
松
三
差
路
付
近
に
は

市
場
が
あ
っ
た
。
周
辺
に

は
他
の
商
店
等
も
点
在
し
、

日
々
の
買
い
物
は
こ
の
辺
り

で
行
っ
て
い
た
。
や
が
て
、

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
取
っ

て
代
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
昭
和
31（
１
９
５
６
）年
熊

西
–
筑
豊
中
間
間
が
開
業
し
、

昭
和
34（
１
９
５
９
）年
熊
西

–
筑
豊
直
方
間
が
全
通
し
た
。

当
初
は
、
西
鉄
北
九
州
線
と

相
互
乗
り
入
れ
し
て
い
た
。

　
昭
和
27
（
１
９
５
２
）
年

12
月
4
日
、
新
道
路
法
に
基

づ
く
路
線
指
定
で
旧
2
号
の

門
司
よ
り
南
が
一
級
国
道
3

号
（
福
岡
県
門
司
市
（
現
北

九
州
市
門
司
区
）
–
鹿
児
島

県
鹿
児
島
市
）
と
し
て
指
定

さ
れ
た
。

　
１
９
５
８
年
、
渋
滞
緩
和

尾
郷
土
史
会
の
大
我
俊
輔
氏

の
講
話
が
あ
っ
た
。

　
江
戸
時
代
に
長
崎
街
道
と

唐
津
街
道
を
結
ぶ
街
道
の
支

線（
近
道
）と
し
て
、
底
井

野
往
還
と
呼
ば
れ
る
殿
様
道

が
あ
り
、
そ
の
一
部
が
、
吉

田
村（
水
巻
町
）か
ら
黒
崎
宿

に
至
る
間
に
折
尾
の
則
松
と

長
崎
を
通
っ
て
い
た
と
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
地
図

　
則
松
歴
史
編
纂
委
員
会
が
令
和
４
年
３
月
31
日
に
発
刊
し
た

冊
子
「
わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
則
松
」
を
十
数
回
に
分
け
て
掲
載
。

則
松
歴
史
編
纂
委
員
会

わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
則
松 

⑻

Ⅲ 

経
済
（
続
き
）

鉱
害
復
旧
・
水
害
解
消

市
場
・
商
店

交
通
J
R

西
日
本
鉄
道

筑
豊
電
気
鉄
道

国
道
3
号
線

折尾まちづくり記念館

「折尾を通っていた
殿様道」を紹介

折尾再発見！

旧本駅舎（東口）
2011 年（平成 23 年）1月※既に解体

西鉄折尾停留所（2000 年）

3号線の用地となった横穴群

ホームと 600 形電車（2000 年）

迫力ある「大蛇」の演目に声援を送る観客

講師の話に耳を傾ける参加者

創業59年

配車室㈹ ☎ 691－1152
水巻町吉田東4-2-23

八幡西区光貞台 3-25-5
TEL 093-692-8647

八幡西区美吉野町 4-30
☎（093）691-1369

新築・増改築・修繕
まごころと技術の住まいづくり

毘沙門堂大祭

福岡県北九州市八幡西区則松 240－1
http://bishamondou.com　　093-601-9830

午前 10：00　大般若六百巻転読法要
午後　1：30　柴灯大護摩供（火渡り修行）

火渡り修行
11月3日（文化の日）

毘沙門堂

アールリハビリクリニック

院長 白石純一郎　則松 6丁目15-38　093-692-6666

肩や腰の痛みでお困りの方、
スポーツによる怪我でお困りの方、
パーキンソン病や

脳卒中でお困りの方、
お気軽にご来院ください。

2023年（令和５年）９月15日第520号奇数月刊


